
 

 

       

 

 道北センター福祉会及び後援会に対し長年にわたりご支援をいただきありがとうございます。１９８３年にハ

ウレットさんが福祉会を立ち上げてから３７年が過ぎました。 

当会も色々の変遷がありましたが、特に近年行政による福祉に対する改革要請がなされ、組織、会計、人事等

の変革が行われました。 

後援会組織もその一環として解散手続きを経て、後援会の皆さんと福祉会とは直接繋がり、寄付金は郵便局の

口座を通して福祉会の本部会計に直接ご入金頂き、透明性と簡素化を図ることと致しました。事情ご賢察の上、

ご協力をお願い致します。 

今回、当会は人事の大幅な異動を行ったところへ新型コロナウイルスという未だ経験したことのない問題に直

面しました。 

役職員一同１９８３年の初心にかえり、利用者個人の尊厳を保持しつつ、地域社会において自立した生活を営

むことが出来るように支援して行きたいと思います。 

その上でも後援者の皆さんのご助力が無ければ当会の運営も大変厳しい状態になります。引き続き皆さんのご

支援をお願い致します。 

尚、後援者の皆さんには福祉会の現状と寄付金の状態について引き続き本部事務局より「緑ヶ丘ニュース」に

てお知らせさせていただきます。 

 

道北センター福祉会 理事長 角舘 征夫 

 

 

 

 

 

・自立訓練（生活訓練）事業所 緑ヶ丘     事業所長   佐藤 豊彦  より  田中 尚幸 へ 

・就労支援事業所 道北ワークセンター     センター長  田中 尚幸  より  寺町 三善 へ 

・地域活動支援センターいきぬき        センター長  市川 大介  より  佐藤 豊彦 へ 

（相談支援センターそうだん屋含む） 

・道北障害者就業・生活支援センターいきぬき  センター長  寺町 三善  より  市川 大介 へ 
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これまで事務局長が法人全体の取りまとめを行っておりましたが、７月より寺町三善が常務理事・統括センター

長として取りまとめを行うこととなりましたのでお知らせ致します。 

  

                 

令和 2 年 6 月 10 日に開催された理事会において、若輩ながら常務理事に選任され、  

7月 1日付で統括センター長を兼ねて就任いたしました。就任にあたりその責務の重さ

を痛感しております。                                    

この度の新型コロナウイルス感染症に遭われた皆様、また、豪雨災害に遭われた皆様

へ、心よりお見舞い申し上げます。 

私は 1997年 4月に精神障害者通所授産施設の社会復帰指導員として採用され、諸先輩

方や利用者の方々に温かく受け入れていただいたことを今でも鮮明に記憶しています。当時は、草刈りや除雪、

はちみつの瓶詰やリサイクルなど授産活動を通じ利用者と日々過ごしました。3 年が経過した頃に出会った先輩

ソーシャルワーカーからは、目の前の利用者に向き合うこと、寄り添うことの意味を学びました。この学びが今

日の私の支えとなっています。 

ケアマネジメントの手法は今や当たり前となり、それは単に人とサービスをつなぐのではなく、時にその人の

思いをどのようにかたちにしていくかを考え、地域社会に働きかけることができる力が必要です。 

道北センター福祉会が、利用者が生き生きと暮らすことができる地域を創造する力を養い、そして地域の活性

に寄与することができる法人になるよう努めて参りますので、皆さまのより一層のご指導ご鞭撻を賜りますよう

お願い申し上げます。 

 

                         

              初めてこの地を訪れたのは、36年前 24歳の時だった。「農業をしながら人が触れ合え

る場所を作りたい」と言う卒業前の僕に、学校の先輩で創立時の施設長岸本芳朗さんが

「作業部門を担当しないか」と声をかけてくれた。岸本さんは、長期社会的入院患者の受

け皿となる緑ヶ丘寮を作ったばかりだった。見学するために設立一年目の無認可の寮に

泊めてもらい、静かな夕食を共にしたことが精神障がいのある方との出会いであった。 

結局僕は「農業の立場から障がいのある人と働きたい」と、隣町の農家の従業員を経て

ミニトマトやフルーツトマト、ズッキーニなどの野菜を栽培しながら彼らにアルバイトに来てもらう形で自営の

農家となった。完熟しすぎて破裂したばかりのメロンやスイカを作業休憩時に畑で一緒に食べた思い出。ビニー

ルハウスを張る作業をしている最中に急に突風とスコールに見舞われずぶ濡れになりながら作業を終えた後、近

くの温泉に行った経験に、「あれでやっと娑婆(地域)に出たんだなと思ったわ」と言った方もいた。入院の生活

では得ることの難しい「大変さ」や「爽快さ」「生きている実感」を共に味わうことができたならこんなにうれ

しいことはない。 

 23 年前 36 歳の時に、この法人の職員に加えていただき、支援センターや相談支援事業、道北ワークセンター

の立ちあげ、法人運営にかかわらせていただいたわけだが、その間、当事者の皆さんから教わったものを共に育

てて行けただろうか、次の世代に引き継げただろうかと今思っている。 

定年前ですが 60歳を機に 6月で法人を退職しました。これまで大変お世話になりました。今後もこの地域に暮ら

してゆきますのでよろしくお願いします。 

 



 

 

 

 

 

４月から職員体制を新たにスタートした道北ワークセンター、利用者に提供する活動内容を見直すことから始ま 

りました。利用者個々の体力の違いや得手不得手、能力の違いに合わせた生産活動が提供できるよう従来の生産 

活動の見直しと各生産活動収益について取り上げ、今後の在り方を検討しました。 

活動の１つに喫茶活動があります。この喫茶は名寄市社会福祉協議会が     

全国社会福祉協議会から精神障害者サロン作りモデル事業を受託され、 

名寄市総合福祉センター１階に「ふれあい喫茶コーナーひまわり」を 

設置、当時の精神障害者社会復帰施設 緑ヶ丘授産所（現在の就労支援 

事業所 道北ワークセンター）が喫茶コーナーの運営に携わったのが始 

まりでした。それが１９９７年１０月のことですので、２３年間続いて 

いることになります。名寄市総合福祉センターを訪れる方々にご利用い 

ただきましたが、最近は一日の利用客が０人の日が多く売り上げは伸び 

ませんでした。閉店を考えましたが、喫茶での活動を希望している利用 

者のことを考え継続していく方向で検討することにしました。 

  ７月に名寄市社会福祉協議会のご協力をいただき、多分野・多世代地域活動拠点ここほっと内カフェスペースを 

お借りして「ここほっとカフェ」を１か月間開催することにしました。従来の喫茶メニューに加えレモネード、 

クリームソーダ、コーヒーフロート、日替わりケーキセットを提供しました。お陰様で多くの方にご利用いただき 

カフェで活動する利用者にとって励みになりました。ですので、ここほっとカフェの営業を８月以降も継続して 

いくことになりました。 

  今後、名寄市社会福祉協議会、カムイ大雪バリアフリー研究所、名寄市、名寄市共同募金委員会と連携し、障害 

当事者の社会参加拡大や多様な交流拡大、市民の福祉活動への参加拡大、福祉活動財源の充実及び地域特産物の 

啓発といった多様な効果を生み出すことをねらいとし実践していくことになります。ＵＤ(ユニバーサルデザイン) 

レシピによるメニューや、名寄市の特産物を活かしたメニューの提供、ＵＤレシピメニューの共同募金寄付付き 

商品化などなど企画は盛り沢山です。これまでの喫茶活動から大きな方向転換となります。障害当事者が生き生き 

と活動できる場所づくりと地域活性化を他分野多職種との連携を意識して取り組んで参ります 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

新たにスタートしたここほっと

カフェ。場所は西條名寄店１階、

国道４０号沿いに入り口があり

ます。 

（長年お世話になった喫茶スペース） 

新メニューが続々登場します。

ご利用お待ちしています。 

就労支援事業所 道北ワークセンター 



 

 

      

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自立訓練(生活訓練)事業所 緑ヶ丘 

グループホーム めぐむ 

田中 尚幸 

4 月より緑ヶ丘と GH めぐむ

で勤務しております。今年で 40

歳『四十にして惑わず』です。何

事にも迷いなく、自分の道を進ん

でいけるよう、 

日々精進して 

いきます。 

宜しくお願い 

いたします。 

谷 厚子 

去年の 5月より、寮で働いて

います。元気で頑張ります。 

遅くなりましたが、 

宜しくお願い 

します。 

 

 

 

稲田 江里子 

 4月より、GHで勤務してい

ます。気兼ねなく 

声をかけて下さい。 

宜しくお願い 

します。 

 

管理者～田中 尚幸 

新型コロナウイルスの流行が、私たちの生活に様々な影響を及ぼし始めて早半年。未だ多くの方々が大変な

思いをされていると思います。福祉関係の各事業所においても、利用者や職員の安全を守るために日々奮闘し

ていると思われ、謹んでお見舞い申し上げます。 

 私たちの住む名寄でも、人との接触を避けるべく地域イベントが次々に中止となり、利用者に外出自粛を呼

びかける日々が続いていましたが、一人ひとりが感染症対策を行う中で、徐々に依然のような活動が再開でき

るようになりました。 

 まだまだ先が見えない状況に気疲れや我慢を強いられる毎日ですが、少しでも楽しく過ごすために 

『緑ヶ丘』と『グループホーム』で取り組んでいること(ストレス解消もかねています！)を、いくつか 

ご紹介します。 



 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域活動支援センターいきぬき 

昨年開催された季節折々の 

レクリエーション 

早くいろいろと出来るように

なる日をスタッフ一同、 

心待ちしております。 

新型コロナの影響もあり、 

ソーシャルディスタンスを 

取り入れ、安心して利用 

できるように工夫しております。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30 年 11 月から市内の「ホテル バード

イン」様で清掃業務に従事されている方にインタ

ビューをしてみました。働き始めて 1 年 9 カ月

が経過しました。働き始めてから勤務に合わせた

生活になったため、生活リズムが整い精神的にも

安定し体調が良くなった気がします。給料が入っ

てくることで、ある程度自由 

になるお金ができて自分の 

趣味にお金を使えることが 

楽しいです。仕事は、毎日 

ある程度決められた内容の 

作業を会社に求められる 

クオリティで維持し続けなければならないとこ

ろが大変です。  （就業支援担当 林 純子） 

 

同法人の道北ワークセンター（就労継続支援 B型）

から４月 1日より移動になりました。ワークセンタ

ーでは職業指導員として働いてまいりました。4 月

からは生活支援担当者として就職に伴う「生活上の

支援」を主に担当させていただく事になりました。

今までの経験を活かしつつ、皆様のお役に立てられ

る様、努めて参ります。これからも何卒よろしくお

願い致します。   （生活支援担当 吉田 啓子） 

 

 

 

令和２年６月より市内の企業で勤務された方に

インタビューしてみました。今まで福祉サービス

を利用し、就職に対して不安がありましたが、企

業で働く仲間の話を聞く機会があり、企業で働く

イメージができたため、当センターに相談依頼が

ありました。倉庫内の仕訳作業の見学を当センター

より提案し見学、職場実習を行うこととなりました。 

（生活支援担当 小形 沙智） 

 

 令和２年度がスタートして、５カ月が経過しまし

た。昨今の新型コロナウィルスの対応、対策に苦慮

されているかと思われます。この状況が少しでも早

く以前の日常を取り戻せるように願うばかりです。

今年度は活動に制限がある中での事業の運営となり

ますが、当初、スタッフと話し合った事業内容につ

いて「できることからはじめる」、「どのようにした

らできるか」を考え、企画の詳細を決めているとこ

ろです。また、少人数制での研修や活動を行うこと

でより個別ニーズに対応した企画が可能になるとも

いえます。具体的には「在職者向けの講話」、「企業

向けの研修」、「就職を希望される方向けの企画」で

す。当センターができることは、相談者の「働きた

い」、「働きつづけたい」希望に対して「道すじ」を

一緒に考え、企業の方の協力を得ながら就職までの

支援を行います。働いたあとも企業訪問を行い、長

く働くことができるように就労面だけでなく、生活

の困りごとに対しても他の関係機関と連動し応援し

ていきます。広域のセンター事業として、「相談支援

の最前線」にいる意識を持ち、関係者の皆様の協力

を頂きながら道北地域の就労支援の相談窓口として

活動して参ります。  （センター長 市川 大介） 

 

 

 

自分に合っているのか？と思うときはある

が、周りがフォローしてくれるから長く働き

続けたいと思っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分でもできると思い働きたいと思った。 

将来の夢は？ 

就職してみて

感想は？ 
自動車免許を取得してハイエースに乗りたい 

 

勤務先は 

「コープさっぽろ名寄センター」様です。 

 

 

 

職場実習をしてみて感想は？ 

就職してみて感想は？ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 

        

 

   ２０２０年４月より、事務長心得として鈴木美香が、２０１９年１１月より事務補助として渡邉ゆかりが、 

それぞれ事務局へ配属されました。今後ともよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

   

ご寄附                                    2019年～2020年 7月分 

 

道北クリスチャンセンター 様 北海道精神障害者社会福祉事業協議会 様 

名寄市共同募金会歳末たすけあい運動 様 葛本 喜八郎 様 

ロバート ウイットマー 様  

 

物品寄附                                   2019年～2020年 7月分 

 

山谷農場 様（卵、リンゴジュース） 有坂 満 様（卵） 

おいしっく 様（野菜） 古木 和夫 様（野菜） 

藤吉 求理子 様（野菜） 桑原 桂子 様（野菜） 

フードバンク士別 様（野菜） 名寄市共同募金会 様（清涼飲料水） 

崎原 様（卵） 宗万 利行 様（野菜） 

 

～ ありがとうございました ～ 

はじめまして！4 月より、こちらでお

世話になっております事務局の鈴木美香

と申します。何といっても初めての福祉

業界、戸惑うこともありますが新鮮なこ

とばかりです。自然豊かなこの環境に癒

されながら、日々業務に励んでいます。 

昨年の 11 月から事務補助として働く

事になりました渡邉ゆかりです。事務の

仕事をするのが初めてなので至らない点

が多々あると思いますが日々学んで成長

できたらと思っています。よろしくお願

いします。 


